
先進的AI利活用アドバイザリーボードの開催

先進的AI利活用アドバイザリーボード事務局

0

（第１回先進的AI利活用アドバイザリーボード）

2025/09/18



このほか、WGを随時開催し、必要に応じてアドバイザリーボードに報告予定

先進的AI利活用アドバイザリーボードについて

〇 政府横断で効果的・安全な生成AIプロジェクトを推進するため、デジタル社会推進会議議長決定（2025年６月12日）により、「先進的AI
活用アドバイザリーボード」が設置（事務局デジタル庁）。

〇 各府省庁から生成AIの調達・利活用状況の報告を受けつつ、官民のベストプラクティスの共有、ガイドラインの更なる改定を検討するとともに、
WGを開催し、高リスクAIへのリスク緩和策等の助言を実施予定。

〇 年度内に３回程度開催の上、１回目のガイドライン改定を検討。
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１．目的

２．構成員

３．R7開催スケジュール(案)

第１回（9/18） ガイドライン充実に関する論点案、運営要領、各府省庁利活用状況報告 等
第２回  ガイドライン改定方針案、各府省庁生成AIシステム報告、各府省庁利活用状況報告 等
第３回  ガイドライン改定案、各府省庁利活用状況報告 等

政府横断で効果的・安全な生成AIプロジェクトの推進のため、以下の役割を担う。
①各府省庁における生成AIの調達・利活用状況の把握、②各府省庁における高リスクAIやリスクケース等への助言、
③各府省庁におけるAI利活用のベストプラクティスの共有、 ④各府省庁における生成AIの効果的な利活用等に関する助言、
⑤ガイドラインの見直しの検討 等
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初回（9/18） 第２回 第３回

GLに関する論点候補 GL改定方針案 GL改定案

主な議題

• 運営要領
• 各府省庁生成AI利活用状況の
報告①

• GL充実に関する論点候補
等

• GL改定方針案
• 各府省庁生成AI利活用状況の
報告②

（・ガバメントAI）
（・各府省庁システム報告）
（・ WG報告） 等

• GL改定案
• 各府省庁生成AI利活用状況の
報告③

（・各府省庁システム報告）
（・WG報告） 等

助言

9月 12月 3月10月 11月 1月 2月 4月

⚫ 目的：ガイドラインの改定検討、生成AI案件のリスク低減・効果的な利活用に関する助言 等
⚫ 目標：年度内にガイドライン（GL）の充実を目指す

各府省庁から相談された高リスク案件・効果的な利活用に関して助言WG

アドバイザリーボードR７年度開催スケジュール(案)
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先進的AI利活用アドバイザリーボード

AI統括責任者(CAIO)

各府省庁

• リスクが高いと考えられる生成AI(高リスク生成AI) 
について、リスク軽減策に関する助言を実施

• 各府省庁が適切なAI調達・利活用を行うために
留意すべき事項を整理

• 生成AIの技術進展に合わせて内容の見直し・検
討

• 生成AI利活用のベストプラクティス等の情報共有
• ガイドライン改定内容に関する周知・研修
• 政府全体で留意すべき生成AI利用についての周知

各府省庁CAIO連絡会

行政の進化と革新のための生成AIの
調達・利活用に係るガイドラインの見直し

デジタル庁

政府横断で効果的・安全な生成AIプロジェクトの推進

生成AI利活用におけるデジタル庁と各府省庁の役割

各府省庁の生成AIの利活用を推進 AIガバナンスの構築及び実践の司令塔

情報共有

各府省庁の高リスクAIに関する助言

周知・研修 相談 支援

高リスク生成
AIの報告

助言
リスクケース
導入状況
報告

• ガイドラインの運用に関する相談対応
• 生成AI導入のリスク判断支援
• AI利活用に当たっての技術的支援

AI相談窓口

生成AIの調達・利活用を支援

生成AIシステム特有のリスクケース
への対応

• リスクケースの再発防止に関する助言
• 政府AI利活用のベストプラクティスの整理

助言
情報共有

各府省庁における生成AIの利活用状況等の情報提供

〇 「行政の進化と革新のための生成AIの調達・利活用に係るガイドライン」（2025年5月デジタル社会推進会議幹事会決定）に基づき、
デジタル庁は、①各府省庁CAIO連絡会、②AI相談窓口、③先進的AI利活用アドバイザリーボードの運営を担当し、政府における生成AI
利活用を支援。
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（参考）AI調達ガイドラインR7年度年間想定スケジュール（想定）

9月 10月 11月 12月 1月 2月

各府省庁における生成AI利用
把握・報告

▲(9月末時点）  ▲(12月末時点）  ▲(3月末時点）

各省庁内利用ルール整備・運用 ルール運用、各省庁内での生成AI利用に係るとりまとめの対応

デジタル庁対応事項

各省庁対応事項

各府省庁での生成利用実態・利用ニーズを踏まえ、必要な相談対応を実施AI相談窓口

R７年度案件に係る個別支援 各府省庁からお伺いしている個別案件に対する伴走支援の実施

各府省庁における高リスクAI・
リスクケース報告

（随時）高リスクAI（アドバイザリーボードへ）・リスクケース（デジタル庁へ）報告

3月 4月

アドバイザリーボード ▲ （第３回）▲（第２回）▲ （第１回）
9/18

CAIO連絡会 （特に共有が必要な件があれば必要に応じ開催）
 ▲

ガイドラインの見直し案検討ガイドライン改定作業 改訂 見直し
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